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                                所 属：生命・環境科学部 教職課程        

氏 名：福井智紀       職位：教授      

役 職：なし（教職課程主任代行・全学教務委員）          

Ⅰ ティーチング・ポートフォリオ 

１．教育の責任（教育活動の範囲） 
 
 教職課程専任教員として、中学校理科および高等学校理科・農業の教員免許取得に関する
各科目を担当しているほか、教育実習の事前・事後指導や、教員採用に向けたキャリア形成
支援など、教員養成課程の全般に係る教育活動に携わっています。さらに、環境科学科にお
ける科学技術論など、一部の学科の専門科目や卒業論文指導も担当し、学部・学科における
専門教育にも携わっています。全学科で設定されている地球共生論もオムニバスの 1 回を
担当しています。大学院では、環境保健学研究科における授業および研究指導を担当し、修
士論文の指導も行っています。 
 

科目名 学科・専攻 必，選，自 配当年次 受講者数 
教育の方法と技術
（ICT 活用教育を含む） 

教職課程（全学科） 教職必修 1 14 

理科指導法Ⅰ 教職課程（全学科） 教職必修 2 28 

理科指導法Ⅱ 教職課程（全学科） 教職必修 3 30 

理科指導法Ⅲ 教職課程（全学科） 教職必修 3 29 

教育実習指導・教育実
習Ⅰ・教育実習Ⅱ 

教職課程（全学科） 教職必修 4 23 

教職実践演習（中・高） 教職課程（全学科） 教職必修 4 23 

科学技術論 環境科学科 選択 2 29 

地球共生論 全学科 選択 1・2 約 500 

環境教育学特論 環境保健科学専攻 選択 院 1 6 

環境教育学特別実験Ⅱ 環境保健科学専攻 必修 院 2 0 

環境教育学特別演習Ⅱ 環境保健科学専攻 必修 院 2 0 

科学者・研究者論 環境保健科学専攻 選択 院 1 21 

リサーチローテーション 環境科学科 必修 2 76 
専門ゼミ 動物応用科学科 必修 3 2 



 

２．教育の理念（育てたい学生像，あり方，信念） 

 
 教職課程専任教員として、各学科での学修成果を踏まえた、本学の卒業生らしい教員を養
成していきたいと考えています。また、教職に就かない学生にとっても、教職課程の学修が
活きるよう、念頭においています。授業科目以外でも、教育実習の事前・事後や教育実習中
の精神的サポートを含めた支援に、意識的に取り組んでいます。これらを通じて、特に「理
科」という教科に自信をもって指導できる学生を、育てていきたいと考えています。さらに、
他教科や総合的な学習の時間、特別活動や生徒指導・進路指導、および、教育通信技術（ICT）
の活用なども念頭に置いた、より俯瞰的な視点で学校教育に携わることのできる学生を、育
てていきたいと考えています。専門科目・卒業論文・修士論文指導を担当している学科にお
いては、学科・研究科の教育理念を念頭におきつつ、将来社会において活躍できるための基
礎・基本を形成できるよう、自己の専門領域（科学教育・環境教育・科学技術社会論）を活
かした教育研動に尽力していきたいと考えています。 
 
３．教育の方法（理念を実現するための考え方，方法） 

 
教職課程では、４年間を一貫した視点で考えて、学生の成長を支援しています。長期間同

じ顔ぶれのため、マンネリに陥らないよう、理科教育や周辺領域の最新の知見や動向に常に
気を配っています。また、理論的な内容から実際の指導場面に関わる具体的な内容まで、
様々な興味を惹くトピックを取り上げるよう、授業を見直しながら行っています。実際の授
業では、ポイントが整理されたわかりやすい説明を心掛けています。また、実際の指導場面
や日常生活の状況とも関連付けた理解が進むよう、映像メディア等の資料を積極的に活用
しています。さらに、グループ・ディスカッションや模擬授業など、学生主体の活動を取り
入れるように留意して、内容や授業方法を工夫するよう心掛けています。 

 
アクティブラーニングについての取組 
 
理科指導法ⅠとⅢでは、学生による模擬授業を、全員に実施してもらっています。それに

向けて、学習指導案と授業プリント・板書計画も作成するため、方法の解説や支援を行って
います。教育の方法と技術では、様々な教育方法と教育技術について、なるべく実践的に理
解できるよう、活動の時間を取り入れるようにしています。例えば、指定した単元の板書計

科学の伝達 動物応用科学科 必修 4 0 

科学技術英語 環境科学科 選択 3 2 

卒業論文 環境科学科 選択 3・4 0 

卒業論文 動物応用科学科 必修 4 1 



画を立てる活動を行っています。また、アクティブラーニングにも有効とされる思考ツール
や評価方法について、授業の中で具体例を紹介しています。教育実習指導や教職実践演習で
は、テーマについて討論を行ったうえで全体報告を通して共有する活動など、学生主体の活
動を積極的に取り入れています。自身の研究テーマとして、また、学生の卒業研究の指導と
して、参加型学習のための教材や学習支援ツールの開発に継続的に取り組んでいます。 

 
ICTの教育への活用 
 

 学生からの提出物は、AzaMoodle を活用して集めています。また、学習指導案の様式な
ど、学生の主体的活動に役立つ資料を學理にアップロードして、確認やダウンロードできる
ようにしています。授業の録画動画も、原則として毎回、授業後に提供しています。グルー
プ討論のあとの全体報告などでは、ICT を活用してリアルタイムに出された意見を共有・確
認できる方法を取り入れています。「教育の方法と技術」などの教職課程授業の一部として、
ICT の活用方法や生徒への指導方法についても授業内容として取扱うとともに、情報モラ
ルについても時間をとって講義しています。「理科指導法Ⅰ」では、学生による模擬授業に
おいて、ICT 活用を行うよう促しています。卒業研究・卒業論文の指導では、特段の機密事
項や個人情報の懸念がない場合には Google のワークスペース を活用し、学生からワード
やパワーポイントのファイルを随時提出してもらい、研究室内で共有するとともに、それに
直接コメントする形でフィードバックを行っています。研究室でも、基本的な ICT 環境を
整備するようにしています。 
 

4. 教育方法の改善の取組（授業改善の活動） 
 
①教育（授業，実習）の創意工夫（A） 
 例年の授業改善への試行錯誤に加え、主体的な学習を促すための様々な創意工夫を行い
ました。AzaMoodle を積極的に活用して、学生の課題提出や復習が容易になるよう留意し
ました。さらに、電子黒板を積極的に活用するようにしました。 
 
②学生の理解度の把握（A） 
 学生の理解度を把握できるよう、AzaMoodle を活用して毎回課題やテストを実施しまし
た。さらに、授業における学生の様子を随時観察し、状況に応じた指導を心がけました。そ
の結果、理解度の把握という点では一定の成果・改善が見られたと考えます。 
 
③学生の自学自習を促すための工夫（B） 
 上記の対応なども含め、昨年度以上に、学生の自習的な活動を積極的に取り入れるように
しました。AzaMoodleを活用して、授業資料や授業録画を積極的に提供しました。しかし、



主体性が現状ではそれほど高くない学生に対しては、意欲を引き出すよう、さらにきめ細か
な指導が必要であったと反省しているところです。 
 
④学生とのコミュニケーション(質問への対応等) （B） 
 授業前後に質問等に答えるなど、コミュニケーションが疎かにならないよう留意しまし
た。また、授業後や事前にいただいたメールにも、なるべく速やかにかつ丁寧に対応を行い
ました。ただ、前項目と同様、自ら積極的には関わってこない学生に対しての働きかけが、
やや弱かったのではないかと反省しております。 
 
⑤双方向授業への工夫（A） 
 今年度に大学で推奨された内容・方法に従いつつ、学生の過度な負担にならないよう留意
して、AzaMoodle を活用しながら対面授業を実施しました。また、直接コミュニケーショ
ンを取るよう留意し、特に教職課程の授業ではグループ活動や ICT を活用した授業を適宜
実施することで、学生間の意見や情報の共有が進むことを目指しました。 
 
※A（十分実施している）B（実施しているが十分でない）C（うまく取り組めていない） 
 
⑥国家試験対策としてどのような取組をしましたか。（V学科，M学科の教員の方のみ記載
してください。） 
 ※本欄は該当しません。 
 

5.学生授業評価 

①授業評価の結果をどのように授業に反映させましたか。 
 比較的高い授業評価をいただいたので、良いところは継続しつつ、改善すべき点に取り組
みました。開始時刻と終了時刻に例年同様に注意しました。学生が興味・関心を持ちやすい
よう、例年の授業内容を適宜見直しながら実施しました。しかし、予習・復習を促すことに
ついては、学生への過度な負担にならないよう配慮する必要もあり、例年苦労しているとこ
ろです。 
 
② ①の結果はどうでしたか。 
 比較的高い授業評価をいただいており、特筆すべき致命的な改善点は把握できませんが、
まだ完全とも言えない状況です。予習・復習についても、上記に記載したように、引き続き
改善が必要な項目であると認識しておりますが、学生への過度な負担とならないようバラ
ンスを探っているところです。 
 
③ ②を踏まえて次年度はどのように取組みますか。 



 例年同様、開始時刻・終了時刻には一層注意したいと思います。また、学生が主体的に授
業に取り組めるように、最新動向や ICT 活用を含む教育手法にも目を配りつつ、内容・方
法のさらなる改善に努めたいと思います。学生が自己の課題を認識し、その中で必要なこと
を主体的・日常的に取り組んでいただけるよう、引き続き支援して行きたいと考えます。 
 
6.学生の学修成果 
①学生の成績向上に資する取組を何か考えていますか。 
 教職課程の科目では、例年、学生が主体的に取組む機会を重視しています。例えば、理科
指導法Ⅰ（２年生）と理科指導法Ⅲ（３年生）では、全員に模擬授業を課しています。持ち
時間は短いですが、他の学生の前で授業を披露する貴重な機会となっています。簡易的な演
示実験等や、情報通信技術（ICT）の活用も推奨しています。さらに、自己の授業を客観視
できるよう、AzaMoodle を通じて録画データや学生相互のコメントを、閲覧可能としてい
ます。振り返りの授業では、これらをもとに自己の模擬授業の長所と短所を検討し、自己の
今後の教職課程での課題を確認する機会を、意図的に設定しています。 
 授業内でフォロー仕切れないサポートや経験充実の機会を提供するため、あざぶ科学教
育クラブをサークル（同好会）として設置し、顧問として指導しています。理科教材研究や
自然観察などの日々の活動に加えて、大学祭では来場者を対象とした実験教室などを学生
中心で行ってもらい、教職技術・コミュニケーション能力の向上に活かしてもらうよう努め
ています。 
 
②教育活動によって得られた学生の成果及び学生・第三者からの評価 
最終レポートでは、自分自身の教育実習までの課題や、課題克服の具体的アクション、目

標とする理科授業像などを記載してもらっています。内容を見ると、それぞれの学生が、授
業を通して自分自身の現状を把握し、教職課程における今後の学修への方針を明確にでき
ていると思われます。 
教職課程における担当科目の授業評価では、例年比較的高い評価をいただいており、教職

課程の学生が一定の満足感をもっていることが窺えます。教育実習では、実習校から実習生
に対する評価をいただきます。厳しい指摘をいただくこともありますが、総じてしっかりと
教育実習に対応できていることが記載されており、教員養成として行なっている一連の教
育活動が、成果を上げていることが示されていると考えております。 

 
7. 指導力向上のための取組（FD研究会参加状況） 
 担当授業等のやむを得ない所用がない限り、基本的に、開催される FD研究会等には全て
参加するようにし、授業や教育活動を見直す機会としています。 
 
8．今後の目標（理念の実現に向かう今後のマイルストーン） 



 短期的な目標としては、教職に関わる確かな知識と技術を育成することで、教員採用試験
の受験率・合格率を高めていきたいと思います。 
 長期的には、神奈川県などで教員として実際に活躍できる人材の育成に努めていくとと
もに、教職に就かない学生においても、教職課程の学修が活きていると将来実感できるよう
な教育活動を構想していきたいと考えています。 
 さらに、毎年、教職課程修了生による情報交換会を開催するなど、卒業・修了後に教職に
就いた学生・院生に対して、フォローや交流の機会を継続的に設定するよう努めています。 
 
9．添付資料（根拠資料）（※）資料名のみ 
・AzaMoodleにおける授業評価、課題・テスト回答結果、最終試験・レポート結果、その
他提出物等 

・シラバス（授業内容等） 
・キャンパスプラン（履修状況・成績評価） 
・講義資料（パワーポイント・レジュメ等） 
・オンライン授業の録画映像（授業点検資料） 
・科学教育・環境教育分野における研究論文・報告等（教材研究・成果報告） 
・科学研究費補助金交付決定通知（科学教育・環境教育分野の教材等の開発） 
・卒論指導学生が提出した卒業論文要旨・卒業論文（卒論指導成果） 
・修論指導院生が提出した修士論文（修論指導成果、副指導の場合を含む） 
 

 


